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■平成31年を迎えて ～多様性が尊重される新たな時代へ～

■12月議会閉会 ～市長提出の16議案ほかを可決～

気持ちも新たに、新年を迎えました。
昨年を振り返ると、１月の草津白根山噴火に始まり、大阪北部地震、西日本豪雨、北海道東部地震と自
然災害の続いた年となりました。国内情勢では、森友・加計学園に関わる文書改ざん問題で政局が混迷の
度を深め、政治・行政に対する信頼を揺るがす事態となったほか、財務次官によるセクハラや悪質タック
ル問題に代表されるパワハラなどの社会問題も深刻な課題として認識されるようになりました。
国際情勢に目を向ければ、北朝鮮情勢が大きく転換し、南北首脳会談また米朝首脳会談の開催が実現し
たことは我が国の安全保障体制に大きな影響を与える転換点となりうるものですが、懸案となっている拉
致問題の進展解決を見ることはありませんでした。
こうした重たい話題の一方、平昌オリンピック・パラリンピックでの日本代表選手団の活躍やサッカー
W杯での決勝トーナメント進出などの明るい話題に勇気づけられることも多かったと記憶しています。
船橋市政を振り返れば、市制施行80周年記念の各種行事を終え、90周年、100周年に向けてスタートを
切る年となりました。市民生活に直結するものとしては、昨年10月から可燃ごみの収集回数を週３回から
２回へ変更することとなりましたが、これまでのところ大きな混乱はなく運用されています。今後のごみ
減量に向けた市民の皆さんのご協力をお願いするものです。一方、財政運営の面からは、増大する行政需
要に対し、今後財源が不足する見通しであることから、一層の行財政改革が必要となります。事業の取捨
選択、優先順位付けを徹底し、安定した財政運営を意識した市政が求められています。
今年４月末をもって天皇陛下がご退位されることに伴い皇太子殿下のご即位、改元が行われ、名実とも
に新たな時代が始まることになります。
私は最近、新たな時代に求められるキーワードは「多様性」と「寛容」ではないかと考えています。市
議会議員として様々な事案と向き合い、市民の方からの相談をお受けするなかで、画一的なものの見方や
価値観、ネガティブな感情にとらわれてしまうことにより、物事の本質を見抜けず、その解決を遠ざけて
いるのではないかと思うことがしばしばあります。多様性を尊重し、お互いにおおらかに生きることこそ、
これからの社会をより住みよいものとする鍵ではないでしょうか。
市民の方々一人ひとりにそれぞれの生活があり、困難も希望も同時に存在するのが人生だと思います。
そうした市井の人々にこれからも寄り添い、真摯に向き合いながら仕事を続けていければと考えています。
４月には任期満了を迎え、４期目の選挙に挑戦することとなります。引き続き、市民の皆様のご支援を
心からお願いいたします。

去る12月21日（金）、平成30年第4回定例会は市長提出の16議案ほかを可決し閉会しました。「船橋市
墓地等の経営の許可等に関する条例」では、市内に立地する民間墓地等の経営の適正化及び周辺環境との
調和を図るため、住宅からの距離の見直しや検査の実施など、あらたにいくつかの規制が設けられること
になりました。
その他の議案の内容や審議の結果等については、1月25日（金）ごろ発行の「市議会だより」をご覧く
ださい。

平成31年　元旦　日　色　健　人
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■12月議会一般質問
　 ～船橋のまちづくりを通して平成の時代とこれからを考える、ほか～
去る12月４日（火）、一般質問に登壇しました。今回は、（１）内部統制について（２）船橋のまちづくり
を通して平成の時代とこれからを考える、ほかを通告し、市執行部と議論を行いました。その模様の一部を
お知らせします。

★内部統制について ～リスクを把握して重点的な取り組みを！～
日 色 平成 30 年７月 27 日に総務省の研究会から公表された「地方公共団体における内部

統制制度の導入・実施ガイドライン（たたき台）」について、当市における「内部統
制推進部局」はどこか。担当部局はこのガイドラインの内容を把握、研究しているか。

総 務 部 長 総務部総務課を内部統制推進部局としている。総務省からガイドラインが示された
ことは承知しており、総務部で研究している。

日 色 先行する他自治体の事例では、それぞれに特有のリスク・課題を抽出選定し集中的
に取り組むことから、内部統制に理解を深め、浸透を図る例もあると聞く。近年の不
祥事事例などから、当市が重点的に取り組むべきリスクについて、どのように考えて
いるか。

総 務 部 長 地方自治法で示されている財務事務に対するリスクへの対応だ
けでなく、当市でも過去に発生した事務ミスなど、すでに顕在化
しているリスクについても発生可能性や影響度が高いと評価した
事務に対応することは最優先で取り組むべきであると考えている。

★船橋のまちづくりを通して平成の時代とこれからを考える
　～「福祉と緑の都市」は実現したか～
日 色 平成の時代のふなばしのまちづくりを考えるとき、そ

の大きな方針の一つとして平成 4年に出された「福祉と
緑の都市宣言」があげられる。この宣言の中にある「緑
豊かな環境の中で」というまちづくりは実現したか。こ
の 30 年の樹林地面積の推移、緑化の実績等はどうか。

都市整備部長 平成元年当時、まとまった樹林地は市全体で 860ha 程度あったが、現在は 260ha 程
減少し、600ha 程度となっている。緑化の実績としては、アンデルセン公園、三番瀬
海浜公園といった大規模公園の設置を行った。

日 色 この 30 年間、様々な市政の課題があった中で、
結果的に緑の保全また緑化を通じたまちづくりが置
き去りになったのではないか。改めていま積極的に
取り組むべきではないか。

建 設 局 長 「福祉と緑の都市宣言」の趣旨を踏まえつつ、「緑の基本計画」にもとづき、着実に
緑地の保全・緑化の推進に取り組んでいく。
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■行政視察報告
　 ～糸魚川市駅北大火の教訓から学ぶ～

■船橋市LGBT・性の多様性を考える議員連盟の取り組み
　 ～マニフェスト大賞優秀賞受賞・市長に関係予算要望書を提出～

去る10月22日（月）～ 23日（火）、私が所属する総務委員会では、長岡市、富山市、糸魚川市の行政視察
に赴きました。視察項目は様々ありましたが、糸魚川市においては、平成28年12月22日に発生した糸魚川
市駅北大火の概要と対応、避難の状況、復興の状況等について伺いました。
この大火についてはご記憶に新しいと思いますが、約２年前の歳末に発生した火災で、面積にして4万平
方メートル、約150棟が焼損した近年でも類を見ない規模のものでした。
視察当日は、被害にあわれた地区を徒歩で視察したあと、市役所にて消防ほかの担当者から説明を受けま
した。
火災の当日はフェーン現象により、南からの温かく乾燥した空気が流れ込んだことで最大瞬間風速27ｍも
の強風が吹き、被害が拡大したとのこと。一時的に放水に利用する水の確保にも困難を生じるときもあった
とのことや、いわゆる「飛び火」により火元から離れた場所でも次々に出火したといった緊迫する様子の説
明を受けました。また、この大火は、鎮火１週間後の12月30日に、震災を除く火災としては初めて自然災害
と認定され、被災者生活再建支援法の適用を受け、がれきの撤去等について公費で負担すべきものとされた
ことでしたが、この背景には自民党二階幹事長を中心とする与党現地視察団の働きかけがあったとの逸話を
興味深く伺いました。
当市においても、木造住宅が密集する地域を抱えており、防火対策の徹底が急がれます。各家庭での火災
報知器の設置などの予防策の啓発、消防力の充実が望まれます。

私が会長を務める「船橋市LGBT・性の多様性を
考える議員連盟」では、この２年間、当事者の方々
との意見交換会や、先進自治体の事例の研究、市役
所内でのヒアリング等を続けてきました。去る７月
には市長と当事者の方々との面談を実現し、その模
様は新聞等でも取り上げられたところです。今般、
この取り組みが地方自治の優れた取り組みを表彰す
る「マニフェスト大賞」優秀賞を受賞したほか、去
る10月には市長に対し平成31年度関連予算の要望
を行いました。昨年はLGBTの方々に対する心無い
発言を巡って様々な議論がなされた年でもありまし
たが、当事者の方々にとって暮らしやすい船橋市とな
るよう、これからも取り組んでいきたいと思います。

引用：糸魚川市ホームページより 消防ほかの担当者から説明を受ける

超党派で市長に予算要望書を提出
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■市政報告会を開催します
今年も市政報告会を開催します。皆様お誘い合わせのうえ、

ぜひご参加ください。
会費無料・事前参加申し込み不要

海神公民館　海神6-3-36　☎047-420-1001
京成海神駅から徒歩約1分

日　時：平成31年3月24日（日）
　　　　15時～16時半（受付14時半～）
場　所：海神公民館講堂（公共交通機関をご利用ください）

会場の
ご案内

京成本線 至
船
橋

至
上
野 駐

車
場

海神公民館
コンビニエンス
ストア

至千葉
海神駅入口

至市川 国道14号

海神駅

駐
車
場

活 　 動 　 日 　 誌
最近の主な活動の一部をご紹介します。

10月	11日	（木）	 安全・安心なまちづくり旬間出発式

10月	14日	（日）	 小栗原稲荷神社大祭

10月	16日	（火）	 船橋市私立幼稚園教育振興大会

10月	20日	（土）	 海神南小学校PTAバザー

10月	21日	（日）	 本中山地区健康フェスティバル

	 		 前貝塚町会運動会

10月	22日	（月）	 総務委員会行政視察

	 ～ 23日	（火）	 於：長岡市、富山市、糸魚川市

10月	28日	（日）	 千葉県民体育大会カヌー競技

10月	31日	（水）	 LGBT議連市長予算要望書提出

11月	1日	（木）	 海神小音楽会

11月	6日	（火）	 議会運営委員会視察

	 ～ 7日	（水）	 於：下関市、宮崎市

11月	8日	（木）	 千葉県弁護士会京葉支部懇談会

11月	11日	（日）	 市川学園ホームカミングデー

11月	13日	（火）	 木村哲也衆議院議員を励ます会

11月	16日	（金）	 議会　開会日

11月	17日	（土）	 船橋市保育協議会永年勤続者表彰

	 		 船橋市体育協会創立70周年記念式典

11月	18日	（日）	 海神商店会朝市

11月	24日	（土）	 船橋市消防フェスティバル

11月	25日	（日）	 千葉県稲門祭

11月	26日	（月）	 議会　本会議

～12月4日	（火）	 一般質問登壇

	 		 船橋青年会議所12月例会・卒業式

12月	6日	（木）	 議会　総務委員会

12月	9日	（日）	 海神6丁目東・西町会もちつき

12月	16日	（日）	 ボーイスカウト救急法講習会

12月	17日	（月）	 議会　予算決算委員会

12月	21日	（金）	 議会　閉会日	 ほか

■編集後記
いよいよ今春は改選となります。これまでの活動を市民

の皆様に評価いただくことになりますが、まずは任期満了
まで精いっぱい務めたいと思います。	 （健）

※公務・急用・荒天などにより変更する場合があります。

月 火 水 木 金

船橋駅 東船橋駅 海神駅
東海神駅ほか 西船橋駅 津田沼駅

■朝の駅頭活動スケジュール

■ホームページをご覧下さい
　日色健人 Official Web Site では、市議会レポートのバッ
クナンバーを掲載しているほか、会議録や質問動画へのリン
ク、活動ブログを日々（?）更新しています。お時間のある
ときにぜひ一度ご覧下さい。

アドレスは
http://www.taketo2784.net/ 
（タケトフナバシ .ネット）です。
検索サイトで「日色健人」と入力
いただいてもたどりつけます。

■日色　健人（ひいろ・たけと）プロフィール
昭和53年船橋市生まれ　40歳　二葉幼稚園、西海神

小学校、市川学園中・高を経て早稲田大学法学部卒業。
サラリーマン生活を経てアメリカ合衆国西海岸を南北に
貫く「パシフィック・クレスト・トレイル」全4200km
を徒歩で踏破（日本人初）。平成19年４月の船橋市議会
議員選挙において初当選、現在３期目。自由民主党船橋
市支部、議会運営委員会委員長、障害福祉推進議員連盟
会長、私立幼稚園教育振興議員連盟幹事長兼事務局長、
LGBT・性の多様性を考える議員連盟会長、会派「自由
市政会」代表
地	域での主な活動:ボーイスカウト船橋地区スカウト育
成委員長（船橋第3団副団委員長）、船橋稲門会（早
大OB会）事務局長、（公社）船橋青年会議所第46代
理事長、保護司、船橋市カヌー協会会長、船橋市消防
局市民音楽隊隊員、船橋市国際交流協会会員、日本山
岳会会員ほか

趣	　味:アウトドアスポーツ（山歩き、キャンプ、カヌー）
愛読書:ヘンリー・D・ソロー「森の生活」
座右の銘:Where	there	is	a	will,	there	is	a	way.

※法律の規定により、年賀状などの時候の挨拶に制限があります。何卒ご了承ください。


